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高松短期大学 高松短期大学 
同窓会総会ご案内同窓会総会ご案内
●日時　令和５年11月11日（土）
　　　　11時～
●場所　附属図書館図書館ホール

高松大学 高松大学 
同窓会総会ご案内同窓会総会ご案内
●日時　令和５年11月11日（土）
　　　　13時～
●場所　高松大学多目的ホール

イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
の
基
礎
的
な
考
え
方
を
理
解
し
、

日
常
生
活
や
仕
事
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
を
使
い
こ
な

せ
る
人
材
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
学
で
は
こ
れ
ま
で
培
っ
た
伝
統
を
踏
ま

え
、
二
〇
三
〇
年
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て「『
対

話
と
実
践
』
を
重
ね
、
人
・
地
域
・
世
界
と
つ
な
が

り
、
地
域
の
未
来
を
拓
く
」
を
掲
げ
、
対
話
と
実
践

を
通
じ
て
、
時
代
の
変
化
や
社
会
の
要
請
に
的
確
に

対
応
で
き
、
地
域
社
会
の
核
と
し
て
活
躍
で
き
る
人

材
の
育
成
に
取
り
組
み
、
卒
業
生
や
地
域
の
皆
様
か

ら
愛
さ
れ
る
大
学
づ
く
り
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
か
卒
業
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
高
松

大
学
・
高
松
短

期
大
学
が
ま
す

ま
す
発
展
す
る

た
め
、
引
き
続

き
お
力
添
え
い

た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り

ま
し
た
が
、
卒

業
生
の
皆
様
の

ご
活
躍
と
ご
健

康
を
祈
念
し
て

お
り
ま
す
。

　

卒
業
生
の
皆
様
に
は
家
庭
や
職
場
で
日
々
ご
活
躍
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
二
〇
一
九
年
十
二
月
に
中
国
で
初
め
て
感
染
が
報
告

さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
日
本
で
も
感
染
が
拡
大
、

長
期
化
す
る
な
か
、
私
た
ち
の
生
活
様
式
や
行
動
は
一
変
し
ま

し
た
。

　

そ
れ
ま
で
当
た
り
前
だ
っ
た
日
常
が
本
当
に
大
切
な
も
の

だ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
人
と
人
が
対
面
で
語
り
合
い
、
交
わ
り

合
え
る
こ
と
が
ど
れ
だ
け
貴
重
な
時
間
で
あ
る
か
を
実
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

学
園
生
活
に
お
い
て
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
在
宅
学
習
な
ど
、

感
染
へ
の
不
安
か
ら
友
と
語
り
合
う
こ
と
さ
え
も
控
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
な
か
、
学
外
セ
ミ
ナ
ー
や
大
学
祭
な
ど
の
様
々
な

行
事
の
中
止
が
余
儀
な
く
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
日
常
で
し
た
。
時
に
は
つ
ら
く
悲
し
い
こ
と
や
、
非
常

に
も
ど
か
し
い
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
様
々
な
制
限
が

設
け
ら
れ
る
な
か
、
学
生
、
教
職
員
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
知

恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
学
内
外
で
の
諸
活
動
を
継
続
し
ま
し

た
。
通
常
の
学
園
生
活
と
ま
で
は
言
え
な
い
も
の
の
、
入
学
式

や
学
位
記
授
与
式
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
、
映
像
コ
ン
テ
ス

ト
と
し
て
実
施
し
た
大
学
祭
、
定
期
演
奏
会
の
映
像
配
信
、
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
部
及
び
サ
ッ
カ
ー
部
が
全
国
大
会
に
出
場
す
る
な

ど
、
大
変
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
就
職
活
動
に
お

い
て
は
、
企
業
説
明
会
の
中
止
や
延
期
に
よ
り
、
就
職
活
動
の

ス
タ
ー
ト
が
う
ま
く
切
れ
な
か
っ
た
り
、
選
考
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
や
不
安
定
な
景
気
の
影
響
に
よ
り
内
定
取
り
消
し
が
あ
っ
た

り
す
る
な
ど
、
学
生
に
と
っ
て
は
先
行
き
不
安
な
な
か
で
の
活

動
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
学
開
学
以
来
の
教
育
の
特
徴

で
あ
る
研
究
室
制
度
を
十
分
に
生
か
し
、
学
生
と
研
究
室
・
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
担
当
教
員
と
が
対
話
を
重
視
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
非

常
に
高
い
就
職
率
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
一
部
上

場
企
業
へ
の
就
職
者
数
も
増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に

卒
業
生
の
皆
様
が
社
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
賜
物
で
あ
る
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
今
は
、

目
ま
ぐ
る

し
く
進
歩

し
て
い
る

Ｉ
Ｔ
化
や

社
会
情
勢

を
踏
ま
え

た
柔
軟
な

対
応
が
求

め
ら
れ
て

お
り
、
本

学
で
は
特

に
数
理
・

デ
ー
タ
サ

会員皆様の行事への参加をお待ちしております。同窓会総会等の行事
の参加については、右記事務局までご連絡をお願いします。同窓会報
への原稿もお気軽にお寄せください。

《連絡先》 学生課  ☎087-841-0864（直）
　　　E-mail：gakusei21@takamatsu-u.ac.jp

　
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
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次
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短
大　

秘
書
科　

学
科
長

森
　
靖
之

　

高
松
短
期
大
学
秘
書
科
は
、
昭
和
五
十
八
年
に
開
設
さ
れ
、

今
年
四
月
に
四
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
秘
書
科
の
卒
業
生
が
、

日
本
全
国
さ
ら
に
は
全
世
界
の
様
々
な
場
所
か
ら
秘
書
科
を
応

援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

秘
書
科
は
、
全
国
で
二
番
目
に
『
国
際
社
会
で
活
躍
で
き

る
有
能
な
秘
書
の
育
成
』
を
目
的
と
し
て
開
設
し
、
現
在
で
は

本
学
秘
書
科
が
全
国
唯
一
の
学
科
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
秘
書

科
は
こ
の
度
、
大
き
な
決
断
を
し
ま
し
た
。
令
和
六
年
四
月

に
、
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科
へ
と
学
科
名
称
を
変
更
し
ま
す
。

秘
書
科
卒
業
生
の
皆
様
に
と
っ
て
は
残
念
だ
と
感
じ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
が
築
い

て
き
た
各
企
業
や
医
療
機
関
等
か
ら
の
高
い
評
価
が
得
ら
れ
て

い
る
高
短
秘
書
科
ブ
ラ
ン
ド
を
継
承
し
、
時
代
の
流
れ
に
対
応

し
た
教
育
内
容
を
プ
ラ
ス
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科
に
刷

新
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

秘
書
科
は
、
研
究
室
制
度
を
基
盤
と
し
て
開
設
翌
年
か
ら
八

研
究
室
で
ス
タ
ー
ト
し
、
昭
和
六
十
二
年
に
「
秘
書
コ
ー
ス
」

「
情
報
コ
ー
ス
」「
国
際
関
係
コ
ー
ス
」「
人
間
関
係
コ
ー
ス
」

の
四
つ
の
コ
ー
ス
で
理
論
と
実
践
が
習
得
で
き
る
コ
ー
ス
制
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
五
年
か
ら
の
コ
ー
ス
再
編
で

は
、
各
コ
ー
ス
に
担
当
教
員
を
割
り
振
り
、
コ
ー
ス
と
研
究
室

を
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
で
、
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
を
コ
ー
ス
と

研
究
室
の
二
つ
の
チ
ー
ム
で
課
題
解
決
す
る
能
力
を
育
成
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
名
称
変
更
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ

イ
ン
学
科
は
、「
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
」「
医
療
事
務
コ
ー
ス
」

「
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
」「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
Ｉ
Ｔ
コ
ー

ス
」
の
四
コ
ー
ス
で
再
出
発
し
ま
す
。
そ
し
て
、
今
ま
で
秘
書

秘
書
科
の
軌
跡
と
新
学
科
へ
の
期
待

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
に
な
っ
て

大
学　

発
達
科
学
部　

子
ど
も
発
達
学
科

健
康
ス
ポ
ー
ツ
ゼ
ミ
（
令
和
四
年
三
月
卒
）　

大
田
　
凱
士

　

私
は
現
在
、
沖
縄
県
に
あ
る
琉
球
コ
ラ
ソ
ン
と
い
う
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
三
年
に
ト
ラ
イ
ア
ウ
ト
を
受
け
、
練
習
生
と
い
う
形
で

チ
ー
ム
に
合
流
し
ま
し
た
。
学
生
時
代
と
比
べ
て
身
体
接
触
の

強
度
の
違
い
に
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
レ
ベ
ル
の
高
い
練
習
を

日
々
行
う
中
で
努
力
し
た
結
果
、
昨
年
七
月
に
念
願
の
選
手
と

し
て
契
約
を
結
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

選
手
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
簡
単
に
試
合
に
出
ら
れ
る
訳
で

は
な
く
、
チ
ー
ム
内
で
の
競
争
が
激
し
く
、
思
う
よ
う
に
結
果

を
残
せ
ず
悔
し
い
思
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
の
二
月

に
チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
き
て
、
日
本
リ
ー
グ
の
試
合
に
初
出

場
、
初
得
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
は
ま
だ
主
力

と
い
う
立
場
で

は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
で
少
し
ず

つ
試
合
に
出
場

で
き
る
よ
う
に

な
り
、
リ
ー
グ

に
向
け
て
日
々

の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
励
ん
で
い

ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
自
分
の
武
器
で
あ
る
相
手
を
抜
く
一
対
一

を
活
か
し
、
昨
シ
ー
ズ
ン
よ
り
プ
レ
ー
タ
イ
ム
を
増
や
し
て
、

お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
、
家
族
、
友
人
に
少
し
で
も
プ
レ
ー

で
恩
返
し
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
員
だ
よ
り

科
が
培
っ
て
き
た
、
秘
書
（
マ
ナ
ー
・
接
遇
）、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
、
情
報
、
コ
ー
ス
別
専
門
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
追
加
し

て
、
経
験
値
を
上
げ
る
た
め
の
学
外
授
業
を
充
実
さ
せ
て
、
課

題
解
決
型
の
授
業
を
さ
ら
に
増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
。
こ
れ

ま
で
以
上
に
、
幅
広
い
職
種
に
対
応
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
能

力
の
高
い
人
材
を
育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
が
平
成
十
三
年
に
秘
書
科
に
着
任
し
て
今
年
度
で

二
十
二
年
目
と
な
り
ま
す
。
こ
の
在
職
年
数
は
、
秘
書
科
の
母

体
を
築
か
れ
た
前
々
学
科
長
で
あ
る
山
野
邦
子
先
生
と
並
ぶ
最

長
在
職
期
間
と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
情
報
教
育
の
充
実
を
図

る
た
め
、
情
報
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改
編
し
、
Ｍ
Ｏ
Ｓ
検
定
や
日
商

Ｐ
Ｃ
検
定
を
導
入
し
て
、
学
内
で
受
検
が
で
き
る
よ
う
に
パ
ソ
コ

ン
演
習
室
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
二
十
五
年
か
ら
、
医

療
事
務
コ
ー
ス
を
開
設
し
、
香
川
県
医
師
会
と
協
定
を
締
結
し
、

地
域
社
会
と
連
携
し
た
医
療
事
務
・
医
療
秘
書
養
成
が
可
能
と

な
る
よ
う
尽
力
し
ま
し
た
。
学
科
長
に
着
任
し
て
か
ら
、『
就
職

の
高
短
秘
書
科
』
を
継
続
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
教
育
・
就
職
に
対
応

で
き
る
よ
う
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
山
野
先
生
を
は
じ
め

と
す
る
秘
書
科
に
携
わ
っ
た
教
職
員
が
築
い
て
き
た
秘
書
科
の

思
い
を
少
し
で
も
新
し
い
学
科
へ
継
承
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
時
代
の
流
れ
に
対
応
で
き

る
学
科
運
営
を
新
学
科
で
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
秘
書
科
同
様
、
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科
に
、
一
層
の
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ニーズに合わせて進化します！
秘書科開設40周年

取得ができる資格
●上級ビジネス実務士
●ビジネス実務士
●上級ビジネス実務士（国際ビジネス）

取得をめざす検定
●日商簿記検定　●日商PC検定
●MOS（Word Expert、Excel Expert）
●ビジネス実務法務検定
●日商ビジネス英語検定
●ファイナンシャル・プランニング技能検定

●日本医師会認定「医療秘書」
●上級秘書士（メディカル秘書）
●香川県医師会医療秘書学院修了証

取得ができる資格・修了証

取得をめざす検定
●メディカルクラーク
●ドクターズクラーク
●医事コンピュータ ●電子カルテ
●日商PC検定 ●サービス接遇検定
●医療保険請求事務実技試験

取得ができる資格

●上級ビジネス実務士
●ビジネス実務士
●上級ビジネス実務士（国際ビジネス）

取得をめざす検定
●インバウンド実務主任者認定試験
●マナー・プロトコール検定
●サービス接遇検定
●ビジネス実務法務検定
●日商ビジネス英語検定

取得ができる修了証

●数理・データサイエンス・
　AI教育プログラム
　（リテラシーレベル）修了証

取得をめざす検定
●ITパスポート試験
●情報セキュリティマネジメント試験
●日商PC検定
●ビジネス実務法務検定
●サービス接遇検定

人から好感をもたれ信頼される基となる
ビジネスマナーを身につける

医療機関で通用する医療事務・
医療秘書のエキスパートを育成

グローバル社会において
幅広い分野で活躍できる人材に

これからの社会を見据えて
ICTに強い人材を育成

ヒューマンIT
コース

グローバル
ビジネスコース

医療事務
コース

総合ビジネス
コース

医療事務、医療秘書、
病院受付、医療クラーク、
調剤薬局の受付などを
めざします

一般企業の総合職、
銀行員、公務員などの
幅広い職種をめざします

一般企業の総合職・受付、
ショールーム・ホテル・グラ
ンドスタッフ、販売・サービ
ススタッフなどをめざします

IT活用の機会の多い
総合職、公務員などを
めざします

●秘書技能検定　●ビジネス文書技能検定　●MOS（Word、Excel)　●日商キータッチ2000
●文章入力スピード認定試験（日本語）　●日本漢字能力検定　●実用英語技能検定　●TOEIC[4コース共通]

●上級秘書士、秘書士　●上級情報処理士、情報処理士　●プレゼンテーション実務士　●実践キャリア実務士[4コース共通]

4Course3Course2Course1Course
リニューアル

地域のビジネス社会を支える
職業人をめざして

科ビジネスデザイン学科ビジネスデザイン学科ビジネスデザイン学科ビジネスデザイン学科

4コースを設置

新たなビジネスシーンに対応できるスキルを磨き
将来をデザインするための

新たなビジネスシーンに対応できるスキルを磨き
将来をデザインするための

入学時に自分の希望するコースを選択します。
1年次から検定取得にチャレンジし、就職力を高めます。
2年次の実習では、就職後の実践力を養います。

２０２４年４月に
「秘書科」から
名称変更を
予定しています

●入学
　センター

入試・オープンキャンパス・大学見学・募集要項請求に関するお問い合わせ

0120-78-5920
https://www.takamatsu-u.ac.jp/
〒761-0194  香川県高松市春日町960番地

高松短期大学 検 索保育学科　ビジネスデザイン学科
2024年４月、秘書科から名称変更予定
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ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
は
ま
だ
メ
ジ
ャ
ー
な
ス
ポ
ー
ツ
と
は
言

え
ま
せ
ん
が
、
と
て
も
面
白
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
全
国
各
地
で

試
合
は
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
王
国
沖
縄
の
熱

い
試
合
を
是
非
、
見
に
来
て
く
だ
さ
い
！
今
後
と
も
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

高
松
市
議
会
議
員
に
な
り
ま
し
た
！

短
大　

秘
書
科　

経
済
研
究
室
（
昭
和
六
十
年
三
月
卒
）

山
西
　
朋
子

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
す
か
？
秘
書
科

の
一
期
生
と
し
て
入
学
し
、
早
い
も
の
で
、
卒
業
し
て
三
十
九

年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

昭
和
五
十
八
年
、
全
国
で
二
番
目
、
近
畿
・
中
国
地
方
で
初

の
秘
書
科
が
高
松
短
期
大
学
に
誕
生
、
新
設
が
認
め
ら
れ
る
や

い
な
や
、
地
元
を
は
じ
め
各
方
面
か
ら
大
変
な
反
響
が
あ
っ
た

と
、
父
の
転
勤
で
三
年
間
過
ご
し
た
今
治
西
高
を
卒
業
し
、
一

期
生
と
し
て
入
学
し
て
か
ら
伺
い
ま
し
た
。
初
代
学
科
長
金
森

先
生
は
、
元
香
川
大
学
教
授
。
今
の
高
松
大
学
を
担
う
佃
学
長

先
生
や
横
川
先
生
は
、
当
時
は
超
若
手
で
す
！
卒
論
は
『
日
本

経
済
論
―
金
融
の
自
由
化
』。
大
学
名
入
り
の
卒
業
論
文
用
紙

に
手
書
き
の
製
本
で
す
。
百
十
四
銀
行
に
就
職
し
、
秘
書
室
に

五
年
間
勤
務
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
卒
業
生
が
、
経
済
界
や
各

界
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
通

り
で
す
。

　

昭
和
六
十
一
年
に
は
『
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
』
が
施
行
さ

れ
、
育
児
休
業
を
最
初
に
取
得
し
た
世
代
と
な
り
ま
し
た
。
夫

の
転
勤
で
退
職
し
、
子
育
て
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、
読
み
聞
か
せ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
つ
つ
司
書
資
格
を
取
得
、
高
松
市
図
書
館
で

約
十
五
年
勤
め
ま
し
た
。
子
育
て
支
援
の
拠
点
施
設
【
た
か

ま
つ
ミ
ラ
イ
エ
】〝
夢
み
ら
い
図
書
館
開
館
準
備
係
〟
を
拝
命
、

新
館
立
ち
上
げ
や
行
事
の
企
画
・
運
営
、
選
書
や
除
籍
な
ど
の

蔵
書
構
築
、
と
も
に
働
く
職
場
の
非
正
規
職
員
の
処
遇
改
善
に

も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
今
春
の
統
一
自
治
体
選
挙
に

お
き
ま
し
て
、
高
松
市
議
会
議
員
に
立
候
補
し
、
新
人
な
が

ら
五
十
二
人
中
二
十
二
位
で
当
選
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
『
あ
な
た
の
居
場
所
が
あ
る
街
に
』。
任

期
は
五
月
二
日
か
ら
四
年
間
。
卒
業
生
や
先
生
方
の
ご
支
援
に

改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

一
期
生
と
し
て
入
学
、
来
年
令
和
六
年
は
秘
書
科
部
会
四
十

周
年
で
す
。
皆
さ
ま
と
お
会
い
で
き
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

同
窓
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

同
窓
会
に
つ
い
て

大
学　

経
営
学
部
長

末
包
　
昭
彦

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。
高
松
大
学
も
、
平
成

八
年
に
開
学
し
て
以
来
、
着
実
に
歴
史
を
重
ね
て
四
半
世
紀
が

過
ぎ
、
同
窓
会
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
、
会
則

に
規
定
し
て
い
る
同
窓
会
、
そ
の
役
割
と
は
何
な
の
か
を
考
え

て
み
ま
し
た
。
二
つ
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

一
つ
は
、『
母
校
へ
の
恩
返
し
』
で
す
。
こ
の
恩
返
し
に
つ
い

て
は
、
自
分
自
身
が
し
っ
か
り
と
人
生
を
歩
ん
で
い
く
こ
と
で

す
。
こ
と
の
大
小
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
が
自
分
を
育

て
て
く
れ
た
母
校
の
評
価
を
高
め
、
存
在
を
高
め
て
く
れ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、『
同
窓
生
間
の
交
流
』
で
す
。
私
は
、
地
域

連
携
活
動
の
一
環
と
し
て
、「
む
れ
源
平
石
あ
か
り
ロ
ー
ド
」

に
経
営
学
部
の
学
生
と
と
も
に
参
加
し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
石
あ
か
り
ロ
ー
ド
に
は
、
毎
年
何
人
か
の
卒
業
生
が
参
加

し
て
く
れ
ま
す
。
共
通
の
思
い
を
持
っ
て
一
緒
に
活
動
す
る
中

で
、
同
窓
と
し
て
の
絆
が
強
ま
り
、
人
間
と
し
て
も
成
長
で
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
如
何
思
わ
れ
ま
す
か
。
と
も
あ
れ
時
間
を
見
つ
け

て
母
校
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
十
一
月
中
旬
に
は
大
学
祭
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

い
つ
も
心
に
音
楽
を

短
大　

保
育
学
科　

教
授

柴
田
　
玲
子

　

卒
業
生
の
皆
様
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道

で
ご
活
躍
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
お

元
気
で
す
か
。
音
楽
科
と
幼
児
教
育

学
科
・
保
育
学
科
合
わ
せ
て
約
四
十
年
、
私
の
人
生
の
半
分
以

上
を
高
松
短
期
大
学
で
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
最
初
の
頃
の
建

物
、
東
館
や
リ
ズ
ム
室
、
練
習
棟
、
食
堂
な
ど
、
今
は
あ
り
ま

せ
ん
が
皆
様
の
思
い
出
と
共
に
懐
か
し
く
よ
み
が
え
り
ま
す
。

当
時
は
教
員
と
研
究
室
学
生
が
同
室
で
あ
っ
た
た
め
に
、
建
学

の
精
神
の
一
つ
「
対
話
に
満
ち
満
ち
」
す
ぎ
た
毎
日
で
し
た
ね
。

お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
食
べ
た
り
、
悩
ん
だ
り
泣
い
た
り
に
ぎ
や

か
で
日
中
は
私
の
研
究
（
作
曲
）
が
ほ
ぼ
不
可
能
、
授
業
の
準

備
が
精
一
杯
と
い
う
状
況
で
し
た
が
、
皆
様
か
ら
い
い
意
味
で

の
若
さ
を
い
た
だ
い
て
私
な
り
に
充
実
し
た
楽
し
い
毎
日
で
し

た
。
そ
の
幸
せ
は
、
傍
ら
に
常
に
音
楽
が
響
い
て
い
た
こ
と
も

一
因
で
す
。
頭
の
中
に
音
楽
が
流
れ
て
い
る
と
無
心
に
な
れ
ま

す
。
皆
様
方
も
演
奏
家
や
音
楽
講
師
、
保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭

と
い
う
職
業
を
通
し
て
、
そ
し
て
家
庭
に
入
っ
て
も
、
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
音
楽
の
あ
る
豊
か
な
時
間
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
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大
学
祭
実
行
委
員
長　
　
　
　
　
　

大
学　

経
営
学
部
経
営
学
科
二
年

國
宗
　
健
大

　

十
一
月
十
一
日
・
十
二
日
に
、『
来

て
ん
ま
い
！
ぽ
ん
ぽ
こ
秋
祭
り
』
を

テ
ー
マ
に
大
学
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　

地
域
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
方
の
方
に
も
来
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
を
込
め
て「
来
て
ん
ま
い
！
」と
い
う
讃
岐
弁
を
テ
ー

マ
に
採
用
し
ま
し
た
。
ま
た
、
祭
り
に
来
た
よ
う
な
気
分
で
楽

し
ん
で
欲
し
い
と
い
う
思
い
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
〇
×
ゲ
ー
ム
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ビ
ン

ゴ
な
ど
を
開
催
し
、
演
奏
ラ
イ
ブ
、
ダ
ン
ス
、
カ
ン
フ
ー
演
武
、

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
、
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
が
日
頃
の
成
果

を
披
露
し
ま
す
。
毎
年
ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
子
ど
も
向
け

イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
模
擬
店
や
作
品
展
示
な
ど
多
彩
な
企
画

も
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

　

大
学
祭
実
行
委
員
が
中
心
と
な
り
全
学
で
高
松
大
学
・
高
松

短
期
大
学
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。
ご
家
族
、
ご
友
人
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

第
二
十
七
回
高
松
大
学
祭

第
二
十
七
回
高
松
大
学
祭

第
五
十
四
回
高
松
短
期
大
学
祭

第
五
十
四
回
高
松
短
期
大
学
祭

各種講座のご案内

入学センターからのお知らせ

高松大学・高松短期大学 入学センター
フリーコール　0120-78-5920　【月曜～金曜（祝日除く）９時～17時】

高松大学・高松短期大学 地域連携センター
TEL 087-841-3216（直通）/FAX 087-841-3023【月曜～金曜（祝日除く）９時～17時】
URL https://www.takamatsu-u.ac.jp/study/area/

お問い 
合せ先

お問い 
合せ先

★
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
四
年
ぶ
り
に
同
窓
会
報
を
お
届
け
し

ま
す
。
高
大
・
高
短
の
大
学
情
報
等
を
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で

も
発
信
し
て
い
ま
す
。
是
非
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

★
十
一
月
の
大
学
祭
同
日
に
は
同
窓
会
総
会
を
開
催
。
ご
参

加
の
方
に
は
同
窓
会
か
ら
模
擬
店
で
使
用
で
き
る
チ
ケ
ッ
ト

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
♪
総
会
へ
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�

（
Ｋ
）

編

集

後

記

同窓会員数（令和５年４月１日現在）
高松大学　　　　 ２，９８６名
高松短期大学　 １０，７７０名

人
事
異
動

採
用
（
令
和
五
年
四
月
一
日
付
）

　
〔
大
学
〕
経
営
学
部
助
教
・
林
一
慶

退
職
（
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
付
）

　

�〔
大
学
〕
経
営
学
部
教
授
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
・
Ｒ
Ｔ
▽
同
准
教
授
・
森
享
子
▽
発
達

科
学
部
教
授
・
七
條
正
典
〔
短
大
〕
秘
書
科
准
教
授
・
藤
井
雄
三

◆
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
と
保
護
に
つ
い
て
◆

　
会
員
の
名
簿
管
理
、
会
報
作
成
・
発
送
に
伴
う
業
務
、
総
会
・

支
部
会
・
部
会
の
案
内
等
に
つ
い
て
、
個
人
情
報
保
護
法
を
遵
守

し
適
切
に
取
り
扱
い
ま
す
。
ま
た
、
住
所
・
連
絡
先
の
変
更
や
改

姓
さ
れ
た
方
を
ご
存
知
の
場
合
は
、
ご
本
人
か
ら
直
接
事
務
局
に

連
絡
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
年
々
不
明
者
の
方
が
増
加
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
学
祭

大
学
祭

1111
月月
1111
日日
㈯㈯
・・

1212
日日
㈰㈰

高松大学・高松短期大学 ホームページ　https://www.takamatsu-u.ac.jp/

　地域連携センターでは、オープンカレッジ各講座、高松教養大
学、町民大学、コミュニティセンター講座などの多様な講座を開
講しています。卒業生の皆さんが、有料講座を受講の場合、同窓
会から補助金2,000円（年１回）が支給されます。
各講座の詳細はホームページをご覧いただき、
お申込みください。お申し込みの際に、卒業年
度・学部学科をお知らせください。なお、受講
料が2,000円に満たない場合の補助金は、受講
料の金額となります。皆さんの受講をお待ちし
ております。

　2024年度学生募集は、高校生対象だけでなく、社会人や長期履
修、留学生、２・３年次編入学選抜、専攻科、大学院入試など多種
多様な入試を実施します。
◆�社会人の方（2024年４月１日現在で22歳に達している方）は授
業料が50%減免となります。
◆�入学検定料免除制度（本学を受験される方の２親等以内（両親、
兄弟姉妹など）に、本学卒業生または在籍されている方がいる
場合は、申し出により入学検定料が免除になります。

ご
寄
附
の
お
願
い

　

本
学
園
は
、
学
生
、
園
児
に
対
す
る
支
援
充
実
の
た
め
、
ご
寄

附
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。

　

誠
に
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

★�

募
集
期
間　

随
時
受
付
し
ま
す
。

★�

申
込
方
法　

本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し
く
は
お
電
話
に
て
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

★
連
絡
先　

総
務
部
会
計
課

☎
０
８
７
（
８
４
１
）
２
１
６
１

高松大学・高松短期大学 入学
センターのInstagram公式アカ
ウントです。
高大・高短の日常の出来事を
発信しています。フォロー＆
いいね！をお願いします。

地域連携センターHP


